
Title ソ連成長方式の意味するもの
Sub Title The mechanism of Soviet economic growth
Author 加藤, 寛

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1961

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.54, No.2 (1961. 2) ,p.94(18)- 105(29) 
JaLC DOI 10.14991/001.19610201-0018
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19610201-

0018

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ゾ

連

成

長

方

式

の

意

味

す

る

も

の

-

.
'
近

年

、

「

経

済

競

净

」

：
と
.
い
'-
5

問

題

，を

め

ぐ

り

、

.：主

と

し

て

，
米
.
*ソ
0.

成

影 

.

率

が

論

争

さ

れ
.て
。
い

る0ー
:>
-

の
論
争
に
対
ず
る
ア
メ
；リ

カ

侧

め

蕾

鍵0
に
：：
 

分
计
ち
机
る
。
：
一一
つ
他
、

V:

成

人•

.
小

児

論

で

あ
'

 

第

ニ

：
は
，

目

的

差

異

論

、 

第

三
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1
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考

，
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は
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；
に

ゥ

ア

ん

リ

カ
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連
の
赛
展
霞
が
ち
が
ぅ
と
い
ぅ
谅
を
強
調
し
、
.小
児
め
成
長
は
早
い
が
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成
人
.の
成
長
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お
そ
い
の
が
当
然
で.あ
る
と
論
ず
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し
た
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ヮ.て
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ソ
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っ
て
急
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に
成
長
す
る
こ
と
が
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た
が
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は
、
、
鐘
国
の
技
術
磐
利
性
は
作
用
し
な
く
な
っ
て
、—

長
率
'
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は
低
下
す
る
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
成
人
に
な
っ
：て
ー
か
ら
の
成
長
率
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上
昇
は
、
小
児
時
代
の
成
長
率
之
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
、
自
な
仕
事
と
考
え 

ら
れ
る
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た
し
か
に
こ
の
考
え
方
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
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五
；六

〜

五
八
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!

一
〇
％
、
七
力
年
計
画
で
は
八

•

六
％
と
な
り
、’一 :

般
的
に
低
落
傾
向
を
示
し’ 

て
い
>
0。
£

れ
は
明
ら
か
に
い
：卷
る
広
義
で
の
収
獲
讓
法
則
の
作
用
が
働 

い
：て
.い
.る
よ
:3

に
：み
え
.る
。
こ
れ
に
対
し
；、
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
成
長 

.率
が
低
*
^
な
义
と
い
ぅ
考:,
^

は
誤
ま
り
：で
、::盡

国

ほ
.ど
、
年
間
成
長
率 
一
％ 

当
り
の
：.絶
^
:的
生
産
額
が
大
き
く
な
る'か
ら
、
技̂

^
歩
が
そ
：の
制
約
条
件
を 

お
し
の
.け
る
で
あ
ろ
ぅ
と
も
言
克
る0

し
か
し
、
こ
の
よ
ぅ
な
反
論
は̂
M

的 

観
測
で
あ
る
し
、
ま
た
上
れ
で
ぼ
、
成

人

•
小
児
論
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と

. 

に
な
る
。
経
済
篇
争
の.真
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
へ
将
来
は
同
じ
テ
ン
ボ
に
が 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
：そ
れ
よ
り
も
、
か
く
も
急
速
に
虎
長
し
た
と
い
ぅ
こ
と 

.に
あ
る
。
も
し
他
の
事
情
が
す
べ
て
同
じ
で
、
成
長
が
短
期
に
急
速
に
お
こ
な

.わ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
成
長
方
式
は
注
目
に
値
す
る
で
^
ろ
う 

.
し
、
ま
た
そ
の
方
式
の
差
が
将
来
の
成
長
に
と
っ
て
.
^
利
な
点
を
も
つ
か
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し
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
钇
単
に
成
人
•
小
児
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で
片
づ
け
る
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き
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な
い
。
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一
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目
的
差
異
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は
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義
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会
主
義
で
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.の
目
的
を
異
に
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て
お
り
、
経
済
成
長.で
は
た
し
か
に
社
会
主
義
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
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い
が
、
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民
の
文
化
生
活
と
い
う
点
で
は
資
本
主
義
が
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
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る
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連
の
政
治
的
弾
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や
経
済
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質
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争
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た
と
し
て
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す
る
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と
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な
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の
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し
て
い
る
か
の
よ
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に
我
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の
目
に
映
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。
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史
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実
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の
中
で
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あ
る
程
度
や
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得
な
か
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た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
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な
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が
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理
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れ
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な
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で
あ.る
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、.：な
お
私
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の
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し
て
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ソ
連
の
現
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来
と
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目
を
向
け
よ
.う
。
過
去
の
ソ
連
は
資
本
主
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諸
国
と
た
し
か
に
違:̂
た
目
的
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そ
れ
故
に
ち
が
：っ
允
手
段
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っ
て
い
，る
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う
で
あ
ら
た
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日
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自
ら
提
案
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た
経
済
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の
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も
ま
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.
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あ
る
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る
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を
今
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義
す.る
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と
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み
な
：い
が
、
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両
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通
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目
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た
だ
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い
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目
的
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ぶ
^-

わ
れ
た
ソ
蓮
が
、
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同
じ
地
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と
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ら
な
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そ
こ
で
第
三
の
考
え
方
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で
て
く
る
。
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る
経
済
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の
提
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は
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る
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は
ソ
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術
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い
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る
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あ
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る
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き
い
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注)

の
式
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。

.

も
マ 

と
も
ど
く
短
期
で
ぼ、
' 
r

が
大
き
い
と
、''.^

の
た
め
、
消
費
と
所
得 

の
増
大
は
若
干
抑
制
さ
れ
る
が
、.長
期
に
な
れ
ば
、

投
資
の
場
合
と
司
凌こ

が
作
用
し
て
成
長
率
を
高
め
る
の
で
あ
る
。(

g

⑷
(5
)

式
を
見
よ)

。

' 

第
一
部
門
優
先
の
1|

論
-̂
^

^

は
.こ
と
に
あ
る
。.

す

な

わ

ち

^

一

 

部
門
を
優 

先
さ
せ
て
、
投
資
配
分
を
増
大
す
れ
ば
、

一

時
的
に
は
消
費
の
成
長
が
相
対
的 

に
低
く
て
も
、
^

:

に
お
い
て
成
長
率
が
高
ま
を
こ
と
%.
;

示
す
も
の
で
あ
る
。

:.
:

_ 

た

だ

醫
.

機
械
の
陳
腐
化
が
激
し
く
戾
新
が
お
と
な
わ
れ
ね
ば
.な
.ら
な
い
と 

す
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
消
費
は
さ
れ
る
こど

：：

に
な
る
。
も
つ
と
も
こ
の
場 

合
、
第
ー
部
門
の
資
本
係
数(

&

が
第
1
.
1部
門
の
資
本
係
数(

&

よ
り
大 

t

く
な
る
と
す
れ
，ば
、
こ
の
傾
向
は
抑
制
さ
れ
る
で
あ
ろ〈

5B
0 

(

注)

r

は
.第
一
部
鬥
ヘ
の
投
資
'を
示
す
が
、
，
実
の
と
と
ろ
.、
こ
の
第
一
部
門 

と
マ
ル
ク
ス
の
第1

部
£

と
は
同
じ
：概
念
で
は
な
い
0

後
者
め
第
|
部
門
对 

中
間
財
生
库
も
含
み
、.
前
者
よ
ヶ
広
ぃ
概
念
.
で
ぁ
る
。
バ
し
か
し
、
大
雑
把
に 

み
て
.
.総
投
資
額
中
の
：，重
工
業
部S

Z
.

へ
.の
投
資
を
デ
の
主
要
部
分
と
考
え
る 

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
れ
に
各
産
業
の
若
干
を
加
え
る
と
、
略
、

デ
を
0.
5
 

と
推
定
で
き
る
o 

(

重
工
業
へ
の
投
資
は
、
：
総
投
資
の
ぅ
ち
、
.第
一
次
計
画 

で
は
、
四 

一：.％
、
第
二
次—

四
〇
％
、
奪
三
次—

四
一
一

：％
"

第

五
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四一
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で
あ
る
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. 

. 
•

■

.

-

•
 

.
 

- 

. 

' 

■

こ
の
こ
と
か
ら
我..々
は
次
の
よ
ぅ
な
推
論
を
す
る
こ
と
が
.で

き

る
.0

計
®
の

1

に
お
い
て
は
、
後
期
に
お
い
て
成
長
率
が
高
ま
る
程
の
大
き
な
成
長
は
抑

制
さ
れ
、.
こ
の
素
で
消
費
は
相
対
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
.0

戦
後
、.
と
く
に
：

現
在
、
陳
腐
化
が
激
し
く
、
こ
の
た
め
成
長
率
は
^

ヂ
抑
制
さ
れ
、
し
か
も
第

1

ー
部
門
の
資
本
係
数
の.上
昇
が
抑
制
を
さ
ら
に.促
進
し
て
ぃ
る
の
で
は
な
い'

か
？
こ
の
よ5

な
推
論
が
も
し
明
ら
：か
に.さ
れ
れ
ば
、
：ソ
連
方
式
の
成
長
が
消 

.

費
を
犠
牲
に
す
る
か
否
が
：と
い
う
問
題
に
対
し
、
消
費
犠
牲
は

i

と
比
較
し
. 

.

て
の
相
対
的
犠
牲
で
あ
り
、

絶'対
的
水
準
•の
®

下

を

^

^

す

る

も

の

で

は

な
 

/
い
-尸
そ
し
て
む̂

ろ
^

そ
の
よ
う
な
問
題
よ
ゥ
も
、

x
ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
い

か
に
保
つ
か
と
い
う
問
題
が

M

要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
計
画
経
済
が
成
長.を
も
た
ら
す
重
要.な
武
器
は
、.
投
資1

分
率
で
あ
る 

こ
と
を
指
摘
，

j

た
が
、
：
デ
が1:
.で
な
い
限
り
、
：す
な
わ
ち
、1

財
部
門
へ
の 

.投
資
が
全
く
おこ
な
.わ
れ
た
いと
い

う

場
合
で
な
い
限
り
、
⑷
⑶
式
は
負
に
は 

な
ら
な
い
の
で
ぁ
る
か
ら
絶
対
的
水
準
は
上
昇
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し 

こ
こ
で
問
題
に
な
る
のは
、

人
口
の
増
加
と
貯
蓄
率
の
問
題
で
あ
る
。
今
、
周 

知
の
：ハ
ロ
ッ
ド
式
に

.よ

？
て
と
れ
を
説
明
す
る
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こ
れ
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書
き
直
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.

こ
こ
^

い
ま
、
_労
働
者
は
全
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貯
蓄
し
な
い
と
仮
定
し
て
い

•る
0
C
こ
の
仮 

定
は
社
会
主

#
■•
社
会
：で
は
、
貯
蓄
が
個
人
に
ょ

.つ
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

計
画
，に
ょ
つ
て
な
さ
れ
る
の
だ
と
い

ぅ

意
味
で
、
.比
較
的
現
実
的
な
仮
定
で
あ

.
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ソ
連
成
長
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味
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そ
ぅ
す
れ
ば
、

デ
の
額
を
定
め
る
の
は
、

総
投
資
I

の
額
.で
あ
り
、
.
こ 

の
I
.を
決
め
る
も
の
は
、(

1—

+

)

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
ぅ
。
そ 

こ
で
、
W

の

大

い

さ

如

何

が

投

資

配

分

に

と

つ

て

重

要

に

な

る

.°
^

は

賃

金

率
 

と
靈
用
者
数
と
に
依
存
す%〕

。
た
だ
し
社«

i

計
画
で
は
こ
れ
ら
を
公
定 

と
み
な
し
て
も
よ
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金
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検
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と
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あ
る
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で
そ
の
結
果
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か
げ
る
。
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ろ
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資
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係
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•
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以
下
と
い
う
結
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で
る
。
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推
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'
る
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ス
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茂
ニ
：郎
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ヴ.H
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民
所
得
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成
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月

^
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そ
こ
で
前
/^

の
式
に
戻
っ
て
考
ぇ
る
と
、
公
表
の
国
民
所
得
年
平
！

^

r
p

率 

は
、
-1

九
一
ー
八

〜

三

七

年

に

一

六

％

で

'あ
る
加
ら
、

G
=
1
誤

そ
し
て 

C
"
2
.
6
.

0

.

1

6

=

p

3
oo
v 

(

1

丨
-

^

と
な
り
、(

1

丨

は

I

で
あ
る
。
し
か
る
に
と
の
時
期
の
蓄
積
率 

は
ほ
.ぼ
.一.
0〜

ーー.五
'%

と
：み
ら
れ
る。

.

-

の
こ
と
枕
、
.資
本
係
数
に
誤
ま
り
が
な
い
と
す
る
跟
り
、

G

が
大
き
す
ぎ

§

拙
著
前
掲
書
第
三
章。

.

蓄

積

率

投

資

率

と

す

る

と.
資
本
係
数
h

-

^

-

n

•
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
か
、
あ
る
い
は
、
賃
金
の
総
額
が
大
き
く
と
も
、
実
質
賃
金
率
が
低
下
し
て 

い
た
か
の
い
ず
れ
か
，で
あ
る
。
も

し

な

ど

の

現

象
.に
よ
つ
て
実
«
賃 

金
率
が
低
下
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
ま
た
、
国
民
所
得
の

.異
常
な
上
' 

.昇

率

を

.示

す
こ
.
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は急

速

に

産

！
^

造

が

高
 

度
化
し
て
い
る
よ
う
な
経
済
に
お
い
て
上
向
バ
イ
ア
ス
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ 

て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
我
々
は
こ
の
と
と
を
調
べ
て
み
よ
う

0

.

'■
■
三

，急
速
な
工
業
化
重
点
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
、
'第
一
次
所
得
の
増
分
も 

ま
た
急
速
に
大
き
く
な
る
が
、
.消
費
財
生
産
が
こ
れ
に
短

期

的

に

は

見

合

わ

.な 

い
か
ら
、
消
費
財
霜
は
一
：時®

す
る
。
資
本
主
義
経
済
で
は
こ
の
よ
う
な 

場
合
、
物
価
騰
貴
が
消
費
を
抑
制
す
：る
わ
け
で
あ
る
が
、，：

.ソ
連
で
は
、
こ
'れ
を 

取
5

^

を
課
す
る
方
法
に
よ
：つ
：て
杈
こ
が
つ
た
。
本
来
、
取
！

ば
生
産
部

^
 

の
付
加
価
値
を
麗
財
流
通
面
で
実
現
す
る
意
味
を
も
つ
て
い
る
が
、
結
果
的 

に
.は
、
イ
シ
フ
レ
ー
シ■.
ョ
V

に
よ
つ
て̂

^

抑
制
.を
す
る
；の
と
同
じ.こ
と
.に
な 

る
0

す
な
わ
ち
投
資
と
貯
蓄
と.を
事
^

；

g

■に
等
し
く
な
ら
し
め
て.い
る
に
他
な
：
 

ら
な
い
。

た
だ
前
述
し
た
ど
と
く
、
：
醫

率

の
.決

定

は

計

画

崖

：に
委
ね
ら
、
 

れ
、
そ
の
上
經
生
活
水
準;.
0

限
度
に
お
い
：て
き
め
ら
れ
る0
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活
水
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計
画
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く
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き
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.
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あ
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き
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ソ
連0
生
活
水
準
の
絶
对
的
低
下
を
貢
う 

.

こ
：と
は
危
険
で
あ
る
げ
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
国
民
所
得
の
増
大
傾
向
、 

予
金
高
の
增
加
、
必
需
品
の
増
大
傾
向
か
ら

「

箪H

業

化

，.
は

生

活

水

準

を

低 

め
ず.

」

と
結
論
す
る
よ
り.も
正
.し
い
？
ま
し
て
、
相
対
的
な
生
活
水
準
の
抑 
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制
を
言
う
の
に
は
ま
ず
十
分
で.あ
ろ
う
0
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以
上
の
よ
う
な
成
長
方
式
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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今
、
成
長
率
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、
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一
.

に
、
.完
全
雇
用
を
維
持
し
て
い
く
の
に
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.
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.
要
な
.成

長

率

を

.
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.
自

然

成

長

率
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し
、
計

画.当

局

.か

ら

み

て

最

も

好
.ま 

し
い
資
本
の
蓮
転
：

(

遊
休
も
酷
使
も
な
い

)

状
態
に
お
け
る
成
長
率
を
、
適
正 

.

.成
長
率(

5
|
>

と
名
づ
け
よ
う
。
と
こ
ろ
が
規
実
で
は
、
資
本
が
常
に
正
常
運 

転
と
は
限
ら
な.い
。
故
に
現
実
の
資
本
の
成
長
率
を
取
と
す
る
0

'

(

ま
ず
資
本
不
足
の
状
態
か
ら
出
発
し
よ
う
。
資
本
主
義
社
会

.で
は
、
資
本
不 

足
の
段
階
で
は
、.資
本
不
足
を
解
消
す
る
た
め.に
よ
り
高
い
率
で
資
本
を
成-M 

さ
せ
る
が
，
資
本
はM

さ

れ

て(

資
本
の
使
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度A
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.
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か
く
て
さ
ら
に
資
本
は
酷
使
さ
れ
、
生

産

物
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は
不
利
な
状
態
で
産
出
さ
れ
、

貴
を
も
た
ら
す
。
M

騰
貴
は
企
業
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に
非
正
常
的
と
の
判
断
を
与
え
、
企
業
者
は
投
資
を
引
き
し
め
、
か
く
て
資
本 

の
成
長
率
は
減
少
し
、
適
正
成
長
率
に
等
し
く
な
る
.で
あ
ろ
う
。
か

く

て

資

本
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不
足
状
態
は
終
媳
し
、.資
本
は
正
常
に
運
転
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち 

資
本
主
義
社
会
で
巧
が
資
本
の
成
長
率
を
適
正
成
長
率
に
等
し
く
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す
る
抑
制
要
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
.社
会
主
義
社
会
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
が
0
.

社
会
主
義
社
会
で
は
資
本
の
不
足
の
場
合
、
資
本
の
成
長
率
が
高
め
ら
れ
、 

資
本
は
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^
さ
れ
る
が
、.
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騰
貴
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取
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を
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消

費
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の

騰
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と
な
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て
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
が第
一一

節
に
述
べ
た
よ
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に
、
国
民
の
生
活
水
準
を 
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下
げ
、I.

定
の
限
界
に
お
い
て
、
そ
れ
以
上
の
資
本
の
成
長
率
上
昇
が
.労 

働
能
率
の
.阻
害
と
な
っ
て
減
少
に

.転
ず
る
。
資
本
不
足
初
期
に
お
い
て
は
、

'
国

. 

民
所
得
は
増
大
し
、

し
か
も
そ
の
成
長
率
は
、

資
本
の
成
長
率
よ
り
も
大
き

(
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.

い
。
第
一
次
計
画
期
の
国
民
所
得
成
長
率
が
異
常
に
高
か
っ
た
こ
と
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ブ
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％
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を
想
起
せ
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こ
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解
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通
夫
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資
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の
現
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資
本
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運
転
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正
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と
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れ
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集
約
的
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用
さ
れ
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よ
り
犬
な
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民
所
得
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産
す
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に
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よ
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犬
な
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働
が
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さ
れ
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。
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の
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階
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の
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加
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.
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れ
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。
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あ
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餐
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会
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'
險
路
も
計
画
経
済
の
特
長
と
し.て
存
し
な
い
と
考
ぇ
れ
ば
：、
資.，
：
. 

本
不
足
型
経
済.と
し
て
出
発
し
た
ソ
連
経
済
は
、
■

に入っ
て
か
ら
は
、
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長
を
阻
止
す
る
隘
路
も
な
く
ソ
実
質
国
民
所
得
が
か
^-

す
ら
成
長
し
て/'
々
„こ 

こ
と
に
な
る。
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と
こ
.ろ
.で
資
本
.の
減
耗
率
を
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と
す
れ
ば
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期
の
純
国
民
所
得
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m
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、

労
働
者
階
級
へ
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得
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叹
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こ 

た
は
、

びC

資
本
の
坐
産
力)

S 

(

国
家
収
入)

を
大
き
く
す
る
か
で
あ
る
。 

ソ
連
の
成
長
は
既
に
述
べ‘た

よ

ぅ

に

こ

の

す
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て

の

手

啟

を

適

宜
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み
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わ

せV
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お
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龙

も©
で

あ

，
マ

た
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る

に

，
ソ

連

の

.現
段
階
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な
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っ
て
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.
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最
後
に
現
状
を
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於
こ
ぅ
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一
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一
九
六0
年
五
月
五
日
のフ
.

ル
シ
チ
ョ
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報

告

に

よ

れ

ば

：
、

一

:i
.

6
年
国
民
所
得
は
時
価
で
，一
兆
：四
五
〇
〇
億
ル
丨
ブ 

.
リ
に
な
る
と
い

3

0
か
く
て
—-

九
五
九
年
の
国
民
所
得
は
、
八
％
約
一
〇
〇
〇 

億

を

減

じ

て

，一

兆

三

.五
〇
〇
億
ル
ー
プ
リ
と
：な
る
。E

0

E
の
推
計
.に
よ
れ
ば 

1

九
.五
.五
年
は
一
兆

'〇
◦
〇
億
ルー

プ
リ
で
、，
こ
れ
を
基
準
に
し
て
増
加
率 

を
考
慮
す
れ
ば
、
大
体
公
表
数
字
と
：
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'こ
の
こ
と
に
つ
レ
て
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、

杉
本
金
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ソ
連
国
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所
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計
算
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新
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華
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こ
の
式
は
結
局

.
g

p

h

sの
変
形
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち

さ
て
そ
こ
で
完
全
雇
用
を
維
持
し
て
い
く
以
上
、

G
W
7
N
G
7
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を
守
る
こ
ー
と

.そ

れ

故

次

に

か

か

げ

た

ノ

丨
ブ
と
ザ
.ゥ
、、ハ
丨
マ
ン
の1:

九
五
七
年
国
民
所
得 

が
ー
つ
の
条
件
で
あ
る
が
、
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人
口
過
剰
型
の
経
済

G
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-AG
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で
は
、
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引

一；兆 
一
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〇
〇
億
ル
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ブ
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は
若
干
少
な
い
が
、
こ
れ
にょ
れ
ば
、
蓄
積
率
は 

き
上
げ
る
か
、
，！
を
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き
下
げ
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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、
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す
れ
ば
、
成
長
率
は
約 

は
、
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主
義
の
目
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に
反
す
る
か
ら
、
如

を
引
き
上
げ
ね
ば
な
ら
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い
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す

八

•
ニ 
％
.と
な
り
、
公
表
成
長
率
と
大
凡
一
致
す
る
。
こ
の
ょ
ぅ
に
み
て
く
る 

な
わ
ち
、
技
.(

労
働
者
分
配
率)

、
み

(

減

価

償

却

)

.
を
小
さ
く
す
る
か
、
ま
：

と
、
蓄
積
率
は
大
体
一
宠
し
て
お
り
、
成
長
率
が
こ
の
程
度
で
今
後
と
も
前
'1
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今
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う
。
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す
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ま
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れ. 
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し
が
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右
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ぅ
し
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減
価
償
却
み
も
今 

後

：の
技
術
進#

促

進
♦

設
f

代
^
^
向
か
ら
み
て
大
き
く
す
る
こ
と
は
あ
つ 

て
も
、
小
さ
く
す.る
こ
と
は
考
え
ら
れ. ^
い
。
S 

(

貯
蓄
率)

と

择(

労
働
分 

配
率)

.：
と
は
、
.；
社
会
主
義
社
会
：で
は
相
反
関
係
に
あ
る
：か
ら
、

S

を
高
め
るAJ

 

と
は
泠
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
あ
り
、
.
こ
の
方
法
.が
現
在
国
民
.の
生
活
水
準
向 

上
の
欲
求
に
よ
り
容
易
に
と
り
得
■な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
.
と
す
れ
ば
、 

ソ
連
の
成
長
率
は
今
後
は低
下
す
る
.で
あ
ろ
ぅか
。

■

ソ 連 往 宅

都市人口 総 住 居  
面 積

一 人 当  
面 m 面積指数

1923
(百万A) 
21.6

(百万平方米)
139.1

(平方米)
6.45 100

1926 26.3 153.8 5.85 90.7
1928 27.6 163.2 5.91 91.6
1932 38.7 191.3 . 4 . 9 4 76.6
1937 53.0 220.8 4.17 64.6
1940 59.2 242.1 4.09 63.4
1950 71.4 333.4 4.67 72.4
1955 87.0 416.0 4.78 74.1
1956 90.5 439.4 4.85 75.2
1957 95.1 463.7 4.88 75.7
1958 99.8 496.4 4.97 77.5
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こ
こ
に
ソ
連
に
と
っ
て

j
.

つ
の
有
利
な
材
料
が
あ
る
。
も
と
も
と
ソ
連
は
完 

全
雇
用
を
維
持
し
て
お
り
、
資
本
の
現
実
成
長
率
^

>
.を
適
正
成
長
率C
G - 

に
等
し
く
す
る
こ
と
枕
計
画
的
に
可
能
で
あ
る
の
だ
が
、

.自
然
成
長
率
.
a

y
 

をr
f

に
等
し
く
す
る
こ
と
に
難
点
が
あ
っ
た
0
こ
れ
ば
完
全
雇
用
政
策
を
終
始 

.
一
貫
し
て
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
社
会
主
義
的
制
約
に
ょ
る
も
の
で
、

こ
の
：こ
と
が 

ま
た
、
ソ
連
の
労
的
技
術
の
広
沉
な
存
在
根
戰
と
な
っ
た
0:

と

と
6-
:
' 

が
、
そ
の
労
働
力
が
現
在
ソ
違
で
不
足
し
つ
つ
あ
る
'(

戦
争
の
影
響)

と
い
'

?

.

ソ
連
.成
長
方
式
の
意
味
す
る
も
の

',
:

'

:

:

>

.

.
 

■

.

.こ
と
が
.
、
' ソ
連
の
悩
み
で
あ
る
反
面' 
よ
.い
作
用
を
も
ち
得
る
：
'の
で
あ
る
？
す 

'な
わ
ち
.G

S
A
G
W

型
が
逆
転
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

拙

著「

前 

掲
書」

.，
参
照)
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こ
の
こ
.
と
は
、
，労
働
節
約
的
な
技
術
の
探
用
と
な
っ
て
あ
ら
•わ

れ

る

の

，で

、 

そ
の
期
間
中
は‘
資
本
係
数
の「

上
_昇
の
た
め
.成
廣
率
は
若
干
低
下
す
る
と
し
て 

_

も
、
将
来
の
成
長
の
た
め
に
は
.か
えっ
て
望
ま
し
い
ソ
連
の
体
質
改
善
と
い
え 

よ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、：
.
ソ
連
は
将
来
の
米.:
ソ
経
済
競
争
に
は
か
な
'り 

の
自
信
を
も
っ
て
：い
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
自
信
を
脅
や
か
す
問
題
が

f

っ
あ
る
'0

そ
れ
は
、
成
長
を
裏 

づ

け
る

た
め
に
ぬ
罾
な
、
生
活
水
準
を
保
障
す
る
農
産
物
確
保
の
問
題
で
あ 

る
。'.
1

九
五
九
年
、,'
六
，0
年
に
公
に
さ
れ
た
農
業
生
産
の
明
か
な
停
滞
は
、
我 

々
が
こ
れ
迄
に
指
摘
し
た
ソ
連
成
長
方
式
が
ら
み
て
重
大
な
障
害
と
な
り
得
る 

こ
と
が
納
得
で
き
る
で
あ
ろ'う
。
ハ
ソ
連
の
穀
物
生
産
.高
は
飼
料
を
含
め
て
一 

億
八
千
万
ト
ン
が
要
求
さ
れ
て
穴
る
の
に
、

一

九
五
八
年
、
五
九
年
は
'一
億
ニ

四
八
o

万
ト
ン
に
す
ぎ
な
い
。
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r
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)

特
に
畜
産
に
お
け
る
不
振
は
日
常
生
活
と
直
結
す
る
だ
け
に
重
大
で
あ
る
。
こ 

の

讓

を1

応
社
会
主
義
圏
の
相
互
霞
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
し
て
も
、
も 

し
ソ
連
が
自
ら
提
出
し
た
経
済
競
争
に
勝
っ
た
め
に
は
、

.再

び

：あ

る

程

度

計

画

' 

期
初
期
の
政
策
に
立
ち
戾
ら
ね
ば
な
;̂

な
、い
：で
あ
ろ
う
。

(

近
時
現
わ
れ
っ
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南
る
、'，
'私
^

財
産
へ
の
#

難

，
：
経

済

的

刺

#

に

代

る

精

神

的

刺

戟

の

主

張

な

ど
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